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栄養士の養成制度の変遷と長野県における公衆栄養活動の概要

History of training systems for dietitians， registered dietitians 
in Japan and outline of practical development of public health 
nutrition in Nagano Prefecture 

我が国の栄養士の誕生は大正15年 (1926年)に

始まる。

本学家政科は昭和26(1951)年に栄養士養成施

設の指定を受け、現在まで2300名余の栄養士を輩

出し、卒業生逮は栄養 ・食生活改善に大きな実績を

上げてきた。そこで¥日本における栄養士の養成制

度の歴史を振り返り、本学卒業生たちの活躍の場の

ーっとなった長野県の行政における栄養 ・食生活改

善活動の概要をまとめる。

1 はじめに

村器禁初子 HatsukoMURASA W A 

生活に対し、いろいろな栄養成分を含む食品を取り

合わせて食べることを国民に普及させたいと、大正

3 (1914)年に私費を投じて、東京芝白金に世界初

の栄養学研究機関である栄養研究所を設立した。さ

らに佐伯矩は国立の栄養研究所設立の必要性を衆議

院等に訴え、大正9(1920)年に内務省栄養研究所

(現在の独立行政法人国立健康 ・栄養研究所)の設

立を実現させた。そして、初代所長となって栄養学

の独立と研究の発展に大きな成果を上げた。

国立の栄養研究所発足を契機にその後、昭和 2

(1927)年大阪衛生試験所に栄養研究部が設けられ、

次いで東京はじめ大都市の衛生試験所にも栄養研究

栄養士を始めとした専門職に閲しては要求される 部門が設けられ、栄養学の科学的研究が進められて

その数や質をどうするか、その養成を担う大学等の し、く。

教宵機関におけるカリュキラムのあり方はどうある 栄養学の父とされる佐伯矩は私立栄養研究所の創

べきか、こうした議論は社会状況の変化に即応して 立、私立栄養学校の開設 ((2)栄養学校の開設の項で

幾度となく繰り返されてきた。 後述》を実現する一方、大正7(918)年栄養専門

本学創立80周年を機に日本における栄養士、管 用語を作成し、文部省(当時)に 「営養Jを「栄養」

醜栄養士の養成制度の変遷をたどり、その現状を明 に変更するよう建言、定着に尽力した。昭和 9

らかにするとともに本学卒業生が活臨した長野県の (1934)年には日本栄養学会を創設し、栄接学の確

行政における公衆栄養活動を、筆者が実際に関わっ 立を図った。数々の偉業を成し遂げて、昭和34

た1970-1998年聞を含めてまとめる。 (1959)年84歳でこの世を去るが、没後50周年の

まとめるにあたり、参考とした資料等は注に記載 平成20(2008)年には、出身地の愛媛県伊予市に

したとおりである。 あるゆかりの栄養寺に、彼の功績を称えた顕彰碑が

2 栄養士養成制度の沿革

(1) 私立の栄養研究所の設立から国立栄養研究所の

設立へ

京都大学で医化学を学:び大恨中の消化酵素「大根

ジアスターゼ」を発見した佐伯矩は、その後アメリ

カのエール大学に留学し、 生体の栄養紫の要求蛍や

その機能・代謝の研究に従事し、さ らにその供給源

である食品の成分についての研究を深め、 両者を総

合した栄護学の学問的体系を確立することの必要性

を痛感した。帰国後、米を中心と していた当時の食
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建立された。

(2) 栄養学校の開設

栄養研究所を設立した佐伯矩は栄養学の学問とし

ての確立をめざすと同時にそれを実践に応用して食

生活を改善し、 当時深刻な経済不況下で多発した栄

養問題の解消を図ることを強く望んだ。そのため、

大正14(1925)年に私費をもって栄養研究所跡地

に栄養指導の専門家を育てる世界初の学校として栄

養学校(現在の佐伯栄養専門学校)を設立した。翠

1926年に第1巨l自の卒業生15名を世に送りだし、

その名称を 「栄養手」 と名付けた。
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当初、修業年限が 1年であったが、昭和元

(1926)年には 2年制となった。本科では健康者の

栄養学を、高等科では病理学、病原微生物、などの

疾病病態汎論に関する理論と病人料理の実習を習得

させた。 当時の入学資格は特に定められておらず、

主として旧制専門学校や高等師範学校の卒業生が多

かった。しかし、栄養士の職域が広がってくるに従

い、 高等学校(旧制中等学校)卒業生が増加した。

栄養士の養成施設は厚生省(当時)研究所や陸

軍糧秩廠関連団体等に広がり、昭和 17(1942)年

までに 6校が開設され、終戦までには 14校となっ

Tこ。

(3) 養成制度の公的基盤の整備

栄養士が各分野で広く活躍し、多大な実績を挙げ

たことによる需要の高まりが養成施設数の増加へと

つながり、栄養士の身分と業務を公的に確立し、国

民栄設に対する指導の統一と徹底を図る必要がある

として昭和 20(1945)年4月、「栄養士規則と私立

栄養士養成所指定規則Jが定められた。これにより

大正 14(1925)年以来、法的根拠もなく行われて

きた栄養指導者の養成施設が栄養士養成施設として

認定され、栄養士の身分と業務並びに制度が公的に

l確立、同時に栄養手の改称、 「栄養士」が公的名称

となった。問1ち栄養士の資格は地方長官の免許制と

して公的に定められたのである。

栄養士規則は昭和 22(1947)年日本国憲法施行

の|際、 「現に効力を有する命令の規定の効力等に関

する法律」第 1条の規定によりその効力が失われる

こととなったが、引き続き栄養士制度の存続のため、

昭和 22(1947)年「栄養士法」 が制定・公布され

た。この法律の内容は栄設士の免許に関する事項、

同欠格に関する事項、同養成に関する事項などであ

る。

栄養士の定義を「栄養士とは、都道府県知事の免

許を受けて栄養士の名称を用いて栄養の指噂に従事

することを業とする者をいう。」とし、名称独占は

あるものの業務独占ではないことが、次項で示す栄

iti士 ・管理!栄護士flilj度の数度の改正をみる途へと進

んでいくこととなる。

(4) 栄養士 ・管瑚栄養士・の養成制度の改正経過
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昭和 24(1949)年新学制制度に伴い大学 ・短期

大学も養成施設として指定され、栄養士養成施設は

急増した。

栄養士の数が増えていくに従い、資質の低下が問

題となり、厚生相(当時)の諮問機関である栄養審

議会(当時)は栄養士養成制度のあり方について調

査審議し、養成年.限を3年に延長するとともに養成

施設修了者に対し国家試験を課する等の栄養士免許

取得の資質を改める必要がある旨の答申をした。政

府はこの答申を尊重した栄護士法改正の努力をした

ものの実現には至らなかった。しかしながら、集団

給食施設(現特定給食施設)での栄養管理の適正化、

保健所等の栄養行政の強力な推進などのためには従

来の栄養士養成制度では十分に対応できない状況と

なり、現有の栄養士養成制度は温存されつつ、新た

に 「栄養士のうち複雑または困難な栄養指導の業務

に従事する適格性をもっ者」 として、管理栄養士の

資格を設定し、その教育養成、登録資格、管理栄養

士試験の実施と受験資格等を定めた栄養士法の一部

を改正する法律が昭和37(1962)年に公布された。

管理栄養士は栄養士の上級の資格ではあるが免許制

ではなく、登録制であ った。免許制になるのはお

年後の平成 12(2000)年である。その聞にも免許

制実現の弾みをつける改正があり、昭和60(1985) 

年に管理栄養士養成施設卒業者の無試験による資格

取得制度を廃止し、国家試験の合格者のみを資格取

得の条件とする栄養士法の一部を改正する法律が公

布された。これから起算しでも実に 15年の後であ

る。

この概要は表 lにまとめる。

表 1 栄養士法の制定と栄養士・管理栄養士養成制

度の主な改正経過

昭和120年4月13日|栄護士規則及び私立栄益士醤成所
指定規則公布

昭和22年間 29日|栄養士法制定養成年rwu"f 

昭和125年3月27円|栄養士法の一部改正養成年|恨2(，'!'-

昭和37年9対13円|栄益士法一部改正管問栄養士制度
制定



昭和60年6月25日|栄養士法一部改正管理栄養士の全
面国家試験実施

平成叩月 7臼|栄養士法の一部改正管理栄養士の
資格を登録から免許制に、管理栄

養士の国家試験受験資格の見直し

昭和60(1985)年の改正の背景には食生活を取

り巻く急激な変化、即ち生活習慣病(当時は成人病)

の増加、人口の高齢化、経済的 ・社会的環境の変化、

食のグローパル化など、より高度な栄養指導・栄養

管理が要請されるようになったことが挙げられる。

そうした社会ニーズの高まりをベースに置き、平成

12 (2000)年の栄養士法一部改正は栄養士と管理栄

養士の相違を定義づけた。管理栄養士の定義が明確

にされたことは管理栄養士必置がさまざまな法令の

栄築工iごの主主成制度の変遷と長野県に
おける公衆栄養活動の概婆

中で規定されるとともに診療報酬や介護報酬の申請

に有利となり、さらには平成20(2008)年4月か

ら実施されている 「特定健診・特定保健指導Jの担

当者として、医師 ・保健師とともに指定の職種にな

るなど、その専門性に大きな期待がかかっている。

(5) 長野県における栄養士 ・管理栄養士養成施設

本学は昭和26(1951)年7月5日に家政科家政

専攻に認可、定員30名でスター卜した。その後本

県における栄養士養成施設は昭和43(1968)年に

飯田女子短期大学が、 平成9(1997)年には長野女

子短期大学が指定され、 平成 19(2007)年には松

本大学が県下初の管理栄養士養成施設に指定された。

この概要を表2にまとめる。

表2 長野県内の栄養士 ・管理栄養士養成指定施設(指定年月日JI国)

名 新t 設置者 修業年限 入学定員 指定年月日 備 考

長野県短期大
学生活科学科 長野県 2 40 
健康栄養専攻

飯田女子短期
学校法人

大学家政学科 2 50 
食物栄謎噂攻

高松学園

長野女子短期
学校法人

大学生活科学
長野家政学 2 45 

科食物栄養噂
攻

国

松本大学人間
学校法人

健康学部健康
高松学園

4 80 
栄養学科

本学は、|昭和22(1947)年の栄養士法制定を契

機に、栄養士こそ新時代の女性にふさわしい職種で

あるとその養成を企図し、昭和26(1951)年.に養

成課程が認可されて以来、時代のニーズの変化に対

応し、 名称の変更、入学定員の変更等を行ってきた。

平成12(2000)年の法改正により、 管理栄養士の

定義が明確化され、 「ひとり一人の栄養状態や健康

状態をアセスメン卜し、 栄養ケアプラ ンを作成、 実

施、 評価するという栄養ケアマネージメントを実践

する専門的立場」を得たことで、食物栄設から人間

栄袈 ・健康栄養へと栄養界が大きく転換した時期と

本学の対応とはその軌をーにしている。

S36.4.1 (家政科家政専攻→家政科食物専攻)
S36年度 (30→35)

S26.4.1 S42年度 (35→40)H2.4.1 (家政学科食物専.攻→生活科学科食物栄
養学専攻)
H16.4.1 (食物栄盤学専攻→健康栄設専攻)

S47.4.1 (家政科食物栄設専攻→家政学科食物S43.3.1 
栄養専.攻)

H9.4.1 

H19.4.1 管理栄養士養成施設
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(6) 栄養士 ・管理栄養士の養成施設数と免許取得者

数の現状

全国の栄養士 ・管理栄養士の養成施設数をみると

平成21(2009)年4月1日現在、栄養士養成施設

数は平成20~~OU~) il二度出。伐"(:"めり、そりう ら

管理栄養士養成施設数は 118校である。(管理栄養

士免許は栄養士免許の交付を条件としているため併

設のかたちとなっている。)平成12(2000)年の栄養

士法改正以後現在まで、栄養士養成施設数は減少、

管理栄養士養成施設数は増加傾向にある。



History of training systems for dietitians， registered dietitians in Japan and outline 

of practical development of public health nutrition in Nagano Prefecture 

免許交付数をみると栄養士免許は平成19(2007) 

年度19.864件(平成18年度19，362件)交付され、

累計交付件数893.516件、管理栄養士免許は平成20

(2008)年度6.896件(平成 19年度7.502件)交付

され、累計交付件数142，699件となっている。栄養

士 ・管理栄養士は医師等他の職種と異なり就業届の

制度がないため、現在どのくらいの数の栄養士 ・管

理栄養士がその資格を活かして社会で活躍している

かは不明であるが、参考資料として職能団体である

社団法人日本栄養士会の会員状況をみると、平成

21 (2009)年8月現在、病院関係20，451名、福祉

関係 11.573名、在宅・起業 ・フリー等9，126名、

学校給食関係4，216名、行政関係3.774名、研究教

育養成関係 2.426名、事業所関係1，778名で総勢

53.344名である。 日本栄養士会入会は任意である

ため、いずれも実際より少ない。そこで一例として

文部科学省の統計によって学校栄養職員の数をみる

と、平成21(2009)年4月現在、12，318名(日本栄

養士会員との重複ではあるが)である。これらを推

計するとおよそ 6万人余の栄養士 ・管理栄養士が活

服していると考えられる。因みに長野県内の状況は

以下のとおりである。長野県栄養士会員が平成21

(2009)年9月現在、 1，404名、学校栄養職員が300

名である。

3 長野県における公衆栄養活動

(1) 栄養士業務の始まり

行政における栄養施策を展開する公衆栄養活動が

本絡的に始まるのは昭和 22(1947)年の保健所法

全面改定であり、栄盤改善指導の強化が盛り込まれ、

結核予防・結核患者の食事指導及ひ'乳幼児の食事指

導が重点とされた。

それ以前はどうであったか関係資料で、振り返って

みる。

昭和9(1934)年、長野県工場諜に佐伯門下生1

名が着任、県下工場、事業所の給食指導にあたった。

工場給食の改善とともに県民に対する栄養指導も行

われ、七分嶋米や麦飯が奨励された。七分棉米は玄

米と精白米の両方の良さをもっとして佐伯矩の栄養

学の研究を根拠として薦められた。
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その後、農村共同炊事指導のため、佐伯門下生が

長野県衛生試験室に l名着任、昭和16(941)年

から昭和20(1945)年の栄養士規則制定までに県

衛生課、県労政課、軍需工場、健民修練所、農業会、

長野健康相談所等に着任したが、戦時下における情

勢の変化や応召、退職等もあって体系的な栄養指導

体制の確立は昭和22(1947)年の栄養士法制定、

同年保健所法制定等を経てからである。

(2) 栄養改善を主とした公衆栄養活動

終戦直後の食料不足の中、栄養確保には大豆・芋 ・

乾燥小魚類の普及とともに未利用資椋の活用を指導、

牛 ・豚の骨髄・内臓 ・血液の食用法及び加工法(ハ

ム・ソーセージ)が普及された。

また、粉食や油脂の摂取も奨励された。

さらに、家庭の健康管理の要である主婦の栄養知

識の向上を図るため、松本保健所では「主婦の栄養

講座」を開設、継続的な栄養教育が開始された。そ

の後、県下の全保健所で一斉に栄養講座が開催され

ていった。

昭和40(1965)年には栄養講座は「栄養教室J

と改称、統一テキス卜が作成されて内容の充実が図

られた。

さらに、住民主体のボランティア活動による食生

活改善の推進を図ることを目的に栄養教室修了者が

組織化され、昭和42(1967)年「長野県食生活改

善推進協議会」が誕生した。現在の会員数は5000

名余で、市町村単位に時代や地域のニーズに対応し

たきめ細かな地域活動を展開している。

一方、保健所まで出向かなくても講習会を受ける

ことができる機会を設けるため、 車の機動性を活か

した出前栄養講庫として昭和31(1956)年キッチ

ンカー(栄養指導車)が導入され、街中、農村、山

間地などを巡回指導した。このキッチンカーは、平

成13年 (2001)度まで 「栄養」 のみならず、 「運動J、

「休養」、「生活習慣病予防《高血圧、肥満、 高脂血

症(現脂質異常症)貧血、がん等)J r食育」 など、
そのときどきのテーマを設定し、 45年間県下全域

を走り回りその役目を終えた。この聞の講習会参加

の県民は20数万人に及んだ。



(3) 栄養改善から健康増進へと変革する公衆栄養活

動

結核を始めとした感染症にとって変わり、生活習

慣に起因する疾病が増加し始めると、 一次予防への

関心が高まり、食生活 ・栄養改善の重要性が一層認

識された。

栄養教室は健康教室へと変更、名称、内容とも一

新され、栄養に運動、休養を加えて健康増進の具体

的な実践法の普及を目指したものとなった。

運動の普及には、けがや心臓への過度の負担を避

けるための安全性、 手軽に実践できる普及性、肥満

を予防するエネルギー消費量増の有効性などに配慮

し、 全国でいち早く有酸素運動が取り入れられた。

自家用車の普及率全国トップクラスの本県において、

歩行の奨励は運動の必要性の意識づけから始まった。

山坂の多い信州の地では日常生活そのものが既に有

酸紫運動という利を生かしながら、ライフステージ

ごとの指導ポイントが設けられ、歩行マップの作成、

ウォーキングコースの整備など地域ぐるみの取り組

みが進められた。

(4) 県民健康栄養調査とその意義

県民健康栄養調査の前身は県民栄養調査であり、

さらにその端緒になったのはl昭和42(1967)年か

ら5カ年計画で実施された「成人病に関する食生活

実態調査Jである。

成人病に|却する食生活実態調査は当時全国的に見

て脳血管疾患の死亡率が高位にあったことから、脳

血管疾患と食生活との関連を明らかに し、その予防

のための栄養指導の方策を得る目的で行われた。調

査の結果、食物の摂取状況は地域によって追いがあ

り、水産物については流通機構に負うところが大き

いこと、 高血圧世帯のl味噌汁:臨分政度が高いことな

どが判明、そうした対策の施策化のため引き続き栄

養調査の必要性が認識され、以降3年ごとに現在ま

で実施されている。

昭和 56(1981)年度から 3年間実施された 「県

民減崎運動Jはこの栄養調査の結果からのニーズに

基づくものである。昭和55年 (1980)度の調査結
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果で、県民1人 1日当たりの食塩摂取量が 15.9gと

判明したため、減塩に対する正しい知識と実践方法

を普及するための事業であった。家庭の食事からの

減境とともに、外食業界での減撞の推進、流通業界

においては仕入れ段階での減塩の推進さらには食品

加工業界(味噌、醤油、漬物、惣菜等)においても

減塩食品の開発等、各界挙げての県民運動となり、

昭和 58(1983)年度の栄養調査では 11.0gに減少

するという結果となった。

昭和 58(1983)年度の栄養調査では、家庭にお

ける食卓の変化、即ち食事を共にしない孤食、別々

の物を食べるおひとり様個食、食の外部依存割合の

増加、朝食欠食者の増加、食卓でのコミュニケーショ

ン不足などの問題が浮き彫りになり、心身の健康に

大きな影響を与えることが懸念され、「食卓"愛"の

運動事業Jが企画、実施された。 平成 17(2005) 

年制定の食育基本法より 20数年も前に食育の事業

カiスタートしている。

平成 12(2000)年度を初年度とする健康増進法

に基づく県健康増進計画「健康グレードアップなが

の21Jは、 10カ年計画で実施されるもので、栄養

や運動、生活習慣病など9つの分野で現状を分析し、

目標と取組み方策が示された。このため、県民栄養

調査も県民健康栄養調査と改称、食生活を含め生活

習慣全般を調査する内容となった。平成 17・18

(2005・2006)年度には県民健様栄養調査の結果を

フィ ードパックした中間評価が行われ、さらに国の

医療費適正化計画を加味した改訂版を策定、計画の

終期を平成24(2012)年度まで延長 している。改

訂版ではメタボリ ツクシン ドローム対策が追加され、

県中期総合計・画に掲げた挑戦プロジェクト 「健康長

寿No.l1擁立への挑戦Jを推進することとしている。

栄養施策と県民健康栄養調査との関連について歴

史を元にその概略をまとめてきたが、ここでその意

義を明らかにする。

県民健康栄養調査は栄養・健康づくり施策のニー

ズの杷握とともに事業成果の客観的評価の役割lをも

果たし、科学的恨拠に基づく栄養行政の推進にはも

ちろんのこと、政策評価1Ii1J度が定着しつつある現在、



History of training systems for dietitians. registered dietitians in Japan and outline 

of practical development of public health nutrition in Nagano Prefecture 

効率的な行政運営の必須の基礎資料として重要な事

業に位置づけられ、今後もその役割を担うべき県民

の財産といえる。

近年、健康増進法に基づく健康増進計画の策定の

必要性から健康栄養調査を実施する都道府県が増え

ているが、 40年以上にわたってこのような栄養調

査を行っているのは国民健康栄養調査をおいて他に

類を見ない。

(5) 長野県の栄養施策の特徴

2009年10月5日現在の長野県のホームページに

よると、老人医療費は平成2(1990)年以降全国最

下位、 平均寿命が男女共全国高位で、平成 17

(2005)年は男性全国1位、女性5位、また、 高齢

者の就業率は昭和60(1985)年以降全国1位など、

いずれもその実績は健康長寿県として誇るべき地位

にある。現在のこの地位を築きあげた県民の努力は

言うまでもないが、行政や保健 ・医療 ・福祉等を始

めとした関係団体等の取り組みが全国的に注目され、

その一端を担っている公衆栄養活動にも関心が高まっ

ている。

そこで、本県の栄養施策の特徴を探ってみる。

長野県と全国の公衆栄養活動とを比較してみると、

長野県はかなり早くから PD C A (Plan-Do-

Check-Action)サイクルを実践し続けてきたこと

である。即ち昭和40年の初めには栄養行政のニー

ズを把握するための調査研究(成人病に関する食生

活実態調査)に着手し、その解析を適して課題の優

先度の決定、企画、実施、 評価・残された課題の改

善策の検討の 1サイクルを回しながら、最終目標で

ある県民の健康維持増進、 QOLの向上を目指して

スバイラルアップを図ってきたことにある。この手

法を基本に展開されてきた長野県の行政における健

康増進・ 栄養改善活動の変遷については表3-5に

まとめられている。

表3 長野県の健康増進 ・栄養改善活動の展開(県民実態を踏まえた健康づくり施策)その 1

年度 昭和
区分 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 

@。組県織民栄養
径盤ま臨箆袋J1鋒 50-盤盆:H!i堅盤u盗盤 (羽u盤健事告の健康!l;宣・鐙!I怨鐙宮盛m

の議f礎資
|…成人病iこ側一 繍 11同協議時 1 1=悲劇 232253ふ 崎 品l料ニーズ

の但縦、活
5随車筆問のin跡調帯踊車申 貧血‘肥満央臨抱繊 食物1問責〆トンによ

!IIJの隊側 る解析側始

。実践活動 49-鈎へ書』島掛・傘1ll盤強 56-58盤底減溢D
の1昆tlll (地域栄集期i阜の定着化と在宅栄養士の活111) ~憾活動の1t要性錫擁}

Sト会~の運動
(59 ~院長食生活指鈴}

-40 iiHlI!!J$l 41-咽D 敏箪 49-鍵盤盤遵・鐙隼u盤iIU!h弘iニ~建・謹自由・佳ft主主りふ弘呈l
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表4 長野県の健康増進・栄養改善活動の展開(県民実態を踏まえた健康づくり施策)その2

年度 | 昭和 平成

区分 1 60 61 62 63 元 2 3 10組織 I 50-脚糊線健康糊係
。 県民栄後l

元県民栄建網干Eの 2主総資1 6，1!品民栄縫縄夜
l 位都ml禽:行動実態

料ニズl 30-40議代の個人
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表5 長野県の健康増進・栄養改善活動の展開 (県民実態を踏まえた健康づくり施策)その3

年度 | 平成

区分

。組織

。県民栄養

の』色:礎資

料エーズ
の犯線、活

動の評価

。災践活動

のJmIJII

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 
50-保健干防眼健康則進係(15，5健康滑温法範行}は 4-健康づ〈り1-.健康滑i匝z件 』且 11-鍵療づくり支盛蝶健康湘i費係

‘13県民健縦 ・栄鍵網査 1 116県民健蝶 ・栄鍵調査 11 19県民健康・ 栄鍵創造 E
各錨人の食物繊維等分 1 1健康fトド1，，'ながの 1 1健康fレードYρ ながの
析.生活習慣‘運動出島眼 1 1 21中間際僑 1 1 21中間際価

13鍵Jiltn→'r，7'ながの21策定 (中Ms1値} 初~改定 (24盆盆笠鍾L&旦L
14-鍵検t"II-Fr，7'.1.がの 21 惰~lIIli(舵，g強固.腎且惇堕H:，M ー叫

14鰭刷 畑~1峨叫唯盗221堅守主球ji主段落事量
8~栄捧袋示:M<!担舗に係る相続想百窃夜直一-

20-がん干防搬通事灘

。 健 IJItづく 112-筑3創耳民鍵縦づ〈り溜動僧雌日本21)
り法書量般|
備 |悶叶7市町村保健センターの値段

1/.1州島叶5)， i期限トl由齢情舵 ンタイ清白骨

l!.ヱ!1丘翠抑置前守'-IVil1f，線約:← 14健鵬制II事・スポーツ廠盤縛i劇絡会
l1-13通量動指溝者研修会 H随康遡動榊導者研修会

12-13健康づ〈り研究姥袋金 15-健康づ〈り研究肘論会

12-凧犠保値飢係者研修会{保健聴1"1騒幡.鍋鑑栄瞳}
9~術町村栄韓士煩修会(新停制f千.キャリアg.J)
40-14集閉給量従事者研修会 15-特定給量値段導従酔者研修会
9~食生活改降植.il!!員強化事量(トゲ・育成.協縮会司寄託事業}
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4 諸外国の栄養士養成制度の概略

国際化時代の現代、栄養士養成や栄養士業務を国

際的に標準化しようとする動きが見られ、国際栄養

士連盟は国を超えた情報交換や会議を重ねて専門性

の向上を期待し、栄養士の教育・養成や業務などの

国際的な統ーを目指している。

健康と栄養 ・食事の研究の先進国であるアメリカ

の栄養士たちはどのように養成されるのか。その前

提となるアメリカ合衆国の栄養問題とその解決のた

めの取り組みをまとめてみる。

1977年、アメリカ合衆国上院議会からショッキン

ク。な報告が世界に発信された。世にいう「マクガパ

ンレポート」である。当時のアメリカ合衆国は肥満

大国で心臓病が死因の第 1位を占め、この心臓病の

医療費増大に頭を抱えた政府は財政的危機の打開に

国の存亡をかけていた。議会上院に「国民栄養問題

アメリカ上院特別委員会Jを設置、世界中から選り

すぐりの医学・栄養学者を集め、 「食事(栄養)と

健康 ・慢性疾患、の関係Jについて7年間の歳月と数

千万 ドルの巨額な国費を投じて世界規模の調査研究

を行った。この一大プロジェクトは5.000ページに

及ぶ膨大な報告を行い、報告書は委員長の名を冠し

て「マクガ・パンレポートJとよばれた。間違った食

生活ががん、心臓病等の原因になることを指摘、適

切な食生活の実践を奨励した。国民にわかりやすく

という狙いの「食事改善目標jはその効果が認識さ

れ、策定取り組みは世界60数カ国へ広ま っていっ

た。政策的には 「へノレシービーフ。ル2000、その後

の2010J、「食事改善目標」 などでアメリカは今世

界をリ ード している。そのアメリカ合衆国で活臨す

る栄養士の接成の状況(概略)は以下のとおりであ

る。なお、参考として、カナダ、イギリスの状況に

ついて追記する。

アメリカ等主な国の栄養士養成制度の概略

A アメリカにおける栄養士養成制度

・登録栄養士 CRegisteredDietitian) 

教育期間4年、大学での教育と臨地実習900時

間の履修の両方が必要

資格は国家試験の合格を必要とする。

・技術栄養士 (DieteticTechnician Registered) 
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教育期間最低2年間、大学での教育と臨地実習

450時間の履修の両方が必要

資格は国家試験の合格を必要とする。

いずれの資格も登録して就業し、卒後はインター

ン制があり、専門教育を受け続けなければならな

い。卒後の教育はアメリカ栄養士会が実施してい

る。

B カナダにおける栄養士養成制度

カナダの栄養士も教育期間は4年で、卒後、イン

ターン制があり、その後の教育は国や州、大学が実

施している。

C イギリスにおける栄養士養成制度

栄養士の教育期間は2-5年で、31週の病院内

実習が含まれている。資格取得には国家試験が謀せ

られており、資格の登録は国である。卒後の教育は

栄養士会等が実施している。

この3カ国では免許の更新を義務づけている。

5 まとめに代えて

長野県の行政機関における栄養士 ・管理栄養士た

ちは、食料欠乏、栄養失調の時代から飽食の今日ま

で、健康で文化的な生活を実現する食生活の推進を

図って、健康長寿県の基礎づくりに貢献した。特に

本学卒業生がその推進の大きな宣告引役の一翼を担っ

てきたことは論を待たない。

しかし、ここで特記すべき事項と して、昭和63

年度からは、長野県職員(上級職)採用条件が管理

栄養士の免許取得者となった。社会状況の変化に従っ

て改正される法律や制度の熟知、対象である住民の

ニーズの多機化への対応など、従来より一段と高度

な専門性が要請された結果といえる。

以後本学の卒業生は最低3年間の実務経験を経て、

管理栄餐士国家試験に合格したのちにようやく、 長

野県職員 (上級職)採用試験の受験資格を得るとい

う道を歩くこととなった。この道は行・政分野に限ら

ず、医療、福祉、教育等の分野においても同様で、

栄盤士から管理栄養士へのステップアップが求めら

れている。

戦後、栄養士の「数Jの確保が優先され多くの栄

養士たちが養成された結果、日本の栄養改普・に大き



な成果をあげ、 世界トップクラスの健康 ・長寿国の

実現に一定の役割を果たした。しかし、現在の栄養

問題はより一層複雑になり、時代や社会の変化に的

確に対応するためには、科学的な根拠に裏付けされ

た高度な専門性という f質」については多くの課題

があり、重要な論点となっている。

少子化、高齢化、国際化、社会保障費の増加、食

育の強化等栄養士・管理栄養士の社会的・行政的ニー

ズの高まりは、数はもとよりその質を担保する養成

制度の在り方や関連するカリキュラムについての検

討を急がせている。日本栄養士会、 全国栄養士養成

施設協会等関係機関のそれぞれで既に精力的な論議

が始まっており、特に日本栄養士会ではアメリカの

養成制度を検討の基本に置いている。

以上のように栄養士 ・管理栄養士養成の現状と課

題に関しては養成にあたる大学等の高等教育機関の

抱える内部事情や社会状況の変化、 国や地方公共団

体における行政的ニーズ等を的確に分析するなど多

方面からのアプローチが望まれるところである。

注:参考とした資料等
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12 長野県ホームページ
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栄養士の養成制度の変遷と長野県に

おける公衆栄養活動の概要

13 日本病態栄養学会ホームページ

http://www.eiyo.gr.jp/gakujutsu/saiki.html 

14 附全国栄養士養成施設協会ホームページ
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